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2024 年度 安全衛生推進大会 

  2024年 11月 15日（金）14：00～ 

於：昭島市役所 本庁舎 1階市民ホール 

◇大会次第◇ 

司 会   平 田  極     

江 尻 さおり    

 

開会の辞   株式会社 昭立造園   緑化事業部 部長      佐 藤 伸 明 

 

挨  拶   株式会社 昭立造園   代表取締役         阿 部 晋 也 

 

安全方針   株式会社 昭立造園   安全衛生委員会 委員長   今 井 さくら 

 

技術発表    【動画を見て各作業の危険個所の再確認をしよう】 

         北村 亮太・酒井 美帆・藤田 咲紀・小川 正宏 

佐藤 淳弘・金子 拓翔・津田 美咲 

 

【株式会社 昭立造園の 50年を振り返って】    阿 部 伍 朗 

 

防犯連絡 株式会社 昭立造園   防犯プロジェクトチーム  平 田   極 

 

 新人紹介 株式会社 昭立造園   人財採用委員会 委員長   吉 田 尚 志 

 

安全表彰 株式会社 昭立造園   フリースペース事業部  出  澤  翔 殿 

    協力業者     緑化事業部   誠 工 業  殿 

         フリースペース事業部  うさぎ商店  殿 

 

安全の誓い 協力業者代表      誠  工  業  殿 

 

閉会の辞    株式会社 昭立造園   緑化事業部 課長 川 口 吉 武 
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【開会の辞】14:01～14:03 

 

株式会社 昭立造園 

緑化事業部 部長 佐藤 伸明 

 

 

 

 

 

 本日は安全衛生推進大会ということで、大勢の方にお集まりいただきありがとうございます。また、

平素より弊社社員・協力業者の皆様、安全にご尽力頂きまして、誠に感謝しております。この場をお借

りして御礼申し上げます。 

 

 本年度 4月より安全衛生委員長を今井さくらに交代致しました。これからは、ハイブリットな新しい

時代が来ると思います。私もまだ頑張りますが、皆様も是非盛り上げていただいて、全員で安全の対策

をしていただければ更に良くなっていくと思います。 

 

 この後は、フレッシュな若手から超ベテランまでが融合された、先ほど申したハイブリッドな安全衛

生推進大会になると思います。是非この大会で少しでも情報を得ていただき、有意義な安全衛生推進大

会になることを祈念致しまして、開会の挨拶とさせていただきます。 

本日は宜しくお願い致します。 
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【挨拶】14:03～14:10 

 

株式会社 昭立造園 

代表取締役 阿部 晋也 

 

 

 

 

 

 本日はご多用の中、大勢の皆さまにご参加いただき誠にありがとうございます。平素は格別のお引き

立てならびに、安全作業にご協力をいただき重ねて御礼申し上げます。 

 

 さて、株式会社昭立造園は 2024年 3月 1日 設立 50周年を迎えることが出来ました。これも一重に

お支え頂きました、職員をはじめ協力会社の皆さま、お客様に厚く御礼申し上げます。 

 

令和５年 造園業の死亡災害 23 件発生 

 一般社団法人日本造園組合連合会の調査による、令和５年の造園業の死亡災害が９月にまとまりまし

た。これは全国の労働局が公表している死亡災害の中から、造園業に関わる事故を抽出したもので、前

年の令和４年（１月～１２月）が 14件だったのに対し、９件多い２３件でした。私たちが最も防がなく

てはならない墜落・転落災害が ８件 と全体の３４％を占めており憂慮すべき事態となっています。 

 また、ハチ刺されに起因する死亡災害が５件と過去最大となっています。その背景を鑑みて、職員の

ハチアレルギー検査を実施しています。起きない対策をすることはもちろん、起きてしまってからの対

策を考えるのも安全管理だと思います。 

 

 今年も 7月 31日をもって昭立造園 第 51 期が終了致しました。業績面では、前年より売上は上がり、

おかげさまで売上「14.2億」となりました。これも一重に、皆様方の物心両面からのお力添えによるも

のであります。 

 

 2025年問題として日本は超高齢化社会が訪れます。5人に 1人が 75才以上、3人に 1人が 65才以上と

なります。社会に対応すべく尽力し、今後も次世代を担う人たちが 『 自分の仕事にやりがいと誇り 』 

を持てる環境を整えて参ります。引き続き、お力をお貸し下さい。 

 

 結びに、毎年お伝えしております 「職員の健康は、会社の健康」 と同様に「皆様の健康は、昭立の

健康」です。各社様ならびに従業員様、ご家族様が健やかにお過ごしいただくことを祈念申し上げご挨

拶とさせていただきます。 
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【安全方針】14:10～14:47 

 

株式会社 昭立造園 

安全衛生委員会 委員長 今井 さくら 

 

 

 

 

 先期事故について、種別件数や月別件数の公表、更に各発生事故内容の詳細を振り返り、対策方法の

再確認を行いました。また、造園業における死亡事故の傾向を見ていくことで、広い視点から事故の注

意喚起を行いました。 

 

先期事故 
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【技術発表】14:47～15:06 

 

株式会社 昭立造園 

北村 亮太  佐藤 淳弘 

酒井 美帆  金子 拓翔 

藤田 咲紀  津田 美咲 

小川 正宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「動画を見て各作業の危険個所の再確認をしよう」というテーマを掲げて、ユニックの巻き下げ方法、

バックホウの積降ろし方法、単管を使ったブロック工法、カラーコンクリート工法についての危険個所

と正しい使用方法の発表を行いました。 
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【株式会社昭立造園の 50年を振り返って】 

     15:06～15:31 

 

 

 

株式会社 昭立造園 

会長 阿部 伍朗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2024年 3月をもちまして、株式会社昭立造園は設立 50年を迎えました。 

創業者である会長より、当社が歩んできた歴史を、当時の写真とともに振り返りました。 
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【防犯連絡】15:31～15:35 

 

株式会社 昭立造園 

防犯プロジェクトチーム 平田 極 

 

 

 

 

 

 

 協力業者皆様の通勤車の鍵の取扱いについて、管理方法の変更の説明と、防犯に対する意識向上の協

力の呼びかけを行いました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

【新人紹介】15:35～15:40 

 

株式会社 昭立造園 

人財採用委員会 委員長 吉田 尚志 

 

 

 

 

 

 

 2024年入社の新入社員 12 名（中途採用含む）を会場中央に招き、簡単な自己紹介を実施致しました。 
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【表彰】15:40～15:44 

 

従業員及び協力業者の安全表彰を行いました。 

 

 

 

 

 

株式会社 昭立造園  出澤 翔 

 

協力業者 

誠 工 業 様 

うさぎ商店 様 

 

 

 

 

 

 

 

安全表彰：今年度安全衛生に特に務めた方にその功労を讃えて、協力業者 2社、職員 1名を、 

株式会社 昭立造園 代表取締役 阿部 晋也より表彰致しました。 
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【安全の誓い】15:44～15:47 

 

協力業者代表 

誠工業 

遠山 誠 様 

 

 

 

ご出席いただいた協力業者様を代表して、力強く安全の誓いを読み上げていただきました。 

 

安  全  の  誓  い 

 

 全ての現場から災害を排除し、安全で快適な職 場 環 境を作ることは、私た

ちに課せられた重大な使命であります。 

 災害撲滅のため「繰り返し事故の撲滅」を実行し懸命に努力してまいりまし

たが、この一年間の安 全 成 績は満足出来るものではありませんでした。 

厳しい環境の中で建設業を勝ち抜いていく為にも、本日の安全衛生推進大会を

契機
け い き

に事業主、現場代理人、作業員の一人一人が技術と安全の一体化を考え、

「重大事故“0”の継続」を目標に掲げ
か か げ

、全力で重点実施６項目をはじめとす

る安全衛生管理を推進し、労働災害防止に全力を尽くす事をここに誓います。 

 

2024年 11 月 15 日 

２０２４年度 株式会社 昭立造園・日慶エンジニアリング 株式会社 安全衛生推進大会 

 

大会宣言 協力業者代表 

誠工業   遠山 誠 
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【閉会の辞】15:47～15:50 

 

株式会社 昭立造園 

緑化事業部 課長 川口 吉武 

 

 

 

 

 

 本日はお忙しい中、㈱昭立造園・日慶エンジニアリング㈱「安全衛生推進大会」にご参

加いただきましてありがとうございました。 

 

 今年は、2 時間と限られた時間の中で中身のある安全大会を目指して新安全衛生委員長

をはじめ、発表者のみなさんが工夫して準備を進めてきました。結果、新安全衛生委員長

になって初めての安全大会でしたが、とても良い安全大会になったと思います。 

 

 発表にありました、安全方針での過去の事故事例、技術発表を基に「学びなおし」をし、

事故防止に努めていただくと共に、防犯 PT よりありました通り、防犯の意識も一層上げ

て盗難防止に努めていただきたく思います。 

 

 また、安全衛生表彰を受賞された皆さま、おめでとうございます。今後も皆の模範とな

るよう、安全作業をよろしくお願い致します。 

 

 最後になりますが、阿部会長から設立 50 周年のお話しがありました。75 年、100 年と

先の節目を迎えられるように、すべての職員が活躍できる、やりがいをもてる、より良い

会社づくりを目指す考えでおります。 

 

 また、協力業者の皆さまにおかれましては、お客様からの変わらぬ信頼を得られるよう、

「重大事故ゼロの継続」の目標達成にご協力を賜りますようお願い申し上げ、閉会の挨拶

に代えさせていただきます。 

 

 これをもちまして「2024 年度㈱昭立造園・日慶エンジニアリング㈱安全衛生推進大会」

を閉会致します。 

 

 

  



 

11 

 

 

≪安全衛生基本方針≫ 

 人命尊重の原点にたち、現場の安全衛生確保は企業存立の要件であり、 

かつ社会的責務である事を認識し、安全で快適な作業環境の実現に努める。 

 

≪重点目標≫ 

重 大 事 故 “ 0” の 継 続  
 

 

≪重点実施事項６項目≫ 

１． 墜落・転落・転倒災害の撲滅 

２． 重機災害の撲滅 

３． エンジン工具・電動工具による事故の撲滅 

４． 車両事故の撲滅 

５． 健康管理の徹底 

６． 1 人 KY の実施徹底 

 

 

  



 

12 

 

≪   ≫ 

 
  

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

備
考

随
時

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

各
所

○
○

官
庁

工
事

・
国

道
1
6
・

2
0
号

・
他

　
随

時

○
雇

入
れ

時
教

育

○
雇

入
れ

時
・

年
1
回

○
造

園
技

能
士

・
随

時

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

本
社

事
務

所

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

本
社

事
務

所

○
○

全
国

労
働

衛
生

週
間

・
全

国
安

全
週

間

全
体

会
議

安
全

衛
生

委
員

会

安
全

大
会

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル

元
方

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル

会 議教 育パ ト ロ ー ル

技
能

資
格

講
習

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

月
　

行
事

安
全

衛
生

行
事

予
定

表

新
入

社
員

研
修

重
点

作
業

所
パ

ト
ロ

ー
ル

高
齢

者
指

導
（

健
康

確
認

）



 

13 

 

 

  

項
目

い
つ

ど
こ

で
誰

が
何

を
　

ど
の

よ
う

に
何

の
た

め
に

★
作

業
間

の
連

絡
調

整
と

指
示

伝
達

・
体

調
・

服
装

等
の

点
検

・
作

業
間

の
連

絡
・

調
整

朝
礼

・
体

操
毎

朝
作

業
開

始
前

作
業

所
内

元
　

各
担

当
職

員
１

．
当

日
の

主
な

作
業

内
容

・
安

全
意

識
の

高
揚

協
　

全
作

業
員

２
．

危
険

範
囲

・
場

所
の

指
示

・
作

業
員

の
体

調
確

認

３
．

前
日

の
点

検
結

果
の

伝
達

・
心

身
の

覚
醒

と
ケ

ガ
、

事
故

の
予

防

４
．

ラ
ジ

オ
体

操

★
当

日
の

作
業

内
容

・
安

全
指

示
事

項
の

徹
底

を
図

る
・

安
全

指
示

事
項

の
徹

底

ツ
ー

ル
ボ

ッ
ク

ス
毎

朝
作

業
開

始
前

作
業

所
内

元
　

各
担

当
職

員
１

．
作

業
範

囲
・

施
工

場
所

・
材

料
の

運
搬

方
法

・
元

請
よ

り
作

業
間

の
連

絡

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

詰
所

協
　

各
職

職
長

→
全

作
業

員
２

．
作

業
時

間
・

順
序

・
作

業
員

の
適

正
配

置
及

び
健

康
管

理

休
憩

所
３

．
使

用
材

料
・

工
具

・
保

護
具

の
点

検
・

高
齢

者
･
若

年
者

職
員

の
高

所
作

業
禁

止

４
．

作
業

員
の

配
置

（
高

齢
者

・
若

年
者

職
員

の
禁

止
作

業
の

確
認

）
・

若
年

者
職

員
の

単
独

運
転

禁
止

５
．

元
請

よ
り

指
示

事
項

の
伝

達

★
現

場
作

業
の

状
況

の
中

に
潜

む
危

険
要

因
を

発
見

し
、

事
前

に
解

決
す

る
・

潜
在

危
険

の
摘

出

Ｋ
Ｙ

Ｃ
活

動
毎

朝
作

業
開

始
前

作
業

所
内

元
　

各
担

当
職

員
　

ど
ん

な
危

険
が

潜
ん

で
い

る
か

全
作

業
員

で
認

識
し

、
共

有
化

す
る

。
・

不
安

全
行

動
の

防
止

危
険

・
予

知
・

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ

詰
所

協
　

K
Y
C
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
→

全
作

業
員

１
．

危
険

ポ
イ

ン
ト

・
作

業
手

順
の

見
直

し

休
憩

所
２

．
私

た
ち

は
こ

う
す

る
・

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
向

上

作
業

場
所

・
安

全
意

識
の

高
揚

元
　

各
担

当
職

員
★

各
種

機
械

→
取

扱
責

任
者

・
運

転
工

・
作

業
前

・
始

業
前

の
安

全
確

認

作
業

前
点

検
毎

朝
作

業
開

始
前

使
用

場
所

協
　

各
職

作
業

員
全

員
★

各
種

工
具

→
職

長

★
仮

設
設

備
・

各
工

事
→

元
請

担
当

職
員

・
職

長
・

安
全

当
番

★
作

業
所

全
体

→
巡

回
現

場
・

指
示

・
是

正
・

確
認

を
実

施
・

統
括

安
全

管
理

義
務

各
担

当
職

員
の

巡
回

随
時

作
業

所
全

体
元

　
各

担
当

職
員

１
．

仮
設

設
備

・
機

械
等

の
使

用
状

況
の

確
認

・
不

安
全

設
備

･
不

安
全

行
動

の
排

除

２
．

各
職

作
業

員
の

配
置

お
よ

び
作

業
状

況
・

各
職

種
間

の
連

絡
調

整
の

確
認

３
．

作
業

所
の

環
境

状
況

・
工

事
進

捗
業

況
の

把
握

★
当

日
の

作
業

状
況

及
び

出
面

確
認

・
明

日
の

作
業

・
搬

入
に

伴
う

指
示

・
連

絡
・

作
業

間
の

連
絡

調
整

工
事

安
全

打
合

せ
毎

日
一

定
時

間
事

務
所

ま
た

は
詰

所
元

　
各

担
当

職
員

★
作

業
間

の
連

絡
調

整
及

び
作

業
方

法
の

指
示

確
認

・
安

全
・

品
質

・
能

率
の

向
上

作
業

所
内

協
　

各
職

職
長

★
重

機
等

の
使

用
時

間
、

作
業

方
法

、
作

業
内

容
、

玉
掛

け
者

、
合

図
者

・
週

間
工

程
の

確
認

　
お

よ
び

有
資

格
者

の
確

認
調

整

★
安

全
当

番
の

現
場

巡
回

に
よ

る
指

摘
・

指
示

事
項

の
伝

達

作
業

終
了

前
元

　
共

用
部

分
★

各
業

者
毎

で
作

業
場

片
付

・
整

理
・

使
用

工
具

・
資

材
の

片
付

け
・

保
管

・
養

生
・

作
業

環
境

の
維

持
・

改
善

、
品

質
の

維
持

・
確

保

作
業

場
の

片
付

け
（

5
～

1
0
分

間
）

作
業

場
所

協
　

作
業

場
所

★
職

長
は

作
業

終
了

後
の

確
認

を
行

な
い

、
担

当
職

員
へ

報
告

す
る

。
・

翌
日

の
労

働
災

害
防

止
見

直
し

・
労

働
災

害
防

止
施

設
見

直
し

・
飛

散
、

転
倒

、
盗

難
防

止

★
作

業
場

内
・

外
の

安
全

確
認

終
業

時
の

確
認

作
業

終
了

時
作

業
場

所
と

元
　

各
職

担
当

職
員

１
．

火
元

・
施

錠
確

認

周
辺

協
　

各
職

職
長

２
．

建
設

機
械

の
位

置

３
．

残
業

報
告

（
人

数
・

時
間

等
）

４
．

材
料

等
の

手
配

・
段

取
り

打
合

せ

★
職

員
に

よ
る

確
認

１
．

出
面

確
認

、
工

事
日

報

２
．

安
全

日
誌

、
工

事
日

誌
記

録

３
．

残
業

確
認

４
．

電
源

等
の

確
認

現
場

で
の

安
全

施
工

サ
イ

ク
ル

（
緑

化
事

業
部

）
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項
目

い
つ

ど
こ

で
誰

が
何

を
　

ど
の

よ
う

に
何

の
た

め
に

★
作

業
間

の
連

絡
調

整
と

指
示

伝
達

・
体

調
・

服
装

等
の

点
検

・
作

業
間

の
連

絡
・

調
整

朝
礼

毎
朝

作
業

開
始

前
作

業
所

内
　

全
作

業
員

１
．

当
日

の
主

な
作

業
内

容
・

安
全

意
識

の
高

揚

２
．

危
険

範
囲

・
場

所
の

指
示

３
．

前
日

の
点

検
結

果
の

伝
達

４
．

ス
ト

レ
ッ

チ

★
当

日
の

作
業

内
容

・
安

全
指

示
事

項
の

徹
底

を
図

る
・

安
全

指
示

事
項

の
徹

底

ツ
ー

ル
ボ

ッ
ク

ス
毎

朝
作

業
開

始
前

作
業

所
内

　
各

職
職

長
→

全
作

業
員

１
．

作
業

範
囲

・
施

工
場

所
・

材
料

の
運

搬
方

法
・

元
請

よ
り

作
業

間
の

連
絡

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

２
．

作
業

時
間

・
順

序
・

作
業

員
の

適
正

配
置

及
び

健
康

管
理

３
．

使
用

材
料

・
工

具
・

保
護

具
の

点
検

４
．

作
業

員
の

配
置

（
高

齢
者

、
若

年
者

職
員

の
禁

止
作

業
の

確
認

）

５
．

元
請

よ
り

指
示

事
項

の
伝

達

★
現

場
作

業
の

状
況

の
中

に
潜

む
危

険
要

因
を

発
見

し
、

事
前

に
解

決
す

る
・

潜
在

危
険

の
摘

出

Ｋ
Ｙ

Ｃ
活

動
毎

朝
作

業
開

始
前

詰
所

・
作

業
所

内
　

全
作

業
員

　
ど

ん
な

危
険

が
潜

ん
で

い
る

か
・

不
安

全
行

動
の

防
止

危
険

・
予

知
・

ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ

１
．

危
険

ポ
イ

ン
ト

・
作

業
手

順
の

見
直

し

２
．

私
た

ち
は

こ
う

す
る

・
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

向
上

・
安

全
意

識
の

高
揚

★
各

種
機

械
→

取
扱

責
任

者
・

運
転

工
・

作
業

前
・

始
業

前
の

安
全

確
認

作
業

前
点

検
毎

朝
作

業
開

始
前

使
用

場
所

　
各

職
作

業
員

全
員

★
仮

設
設

備
・

各
工

事
→

元
請

担
当

職
員

・
職

長
・

安
全

当
番

★
当

日
の

作
業

状
況

及
び

出
面

確
認

・
明

日
の

作
業

に
伴

う
指

示
・

連
絡

・
作

業
間

の
連

絡
調

整

工
事

安
全

打
合

せ
毎

日
1
5
時

頃
ま

で
に

作
業

場
所

・
事

務
所

　
代

理
人

⇔
作

業
長

・
職

長
★

作
業

間
の

連
絡

調
整

及
び

作
業

方
法

の
指

示
確

認
・

安
全

・
品

質
・

能
率

の
向

上

★
重

機
等

の
使

用
時

間
、

作
業

方
法

、
作

業
内

容
、

玉
掛

け
者

、
合

図
者

・
週

間
工

程
の

確
認

　
お

よ
び

有
資

格
者

の
確

認
調

整

★
安

全
当

番
の

現
場

巡
回

に
よ

る
指

摘
・

指
示

事
項

の
伝

達

作
業

終
了

前
共

用
部

分
　

全
作

業
員

★
各

業
者

毎
で

作
業

場
片

付
・

誠
意

・
使

用
工

具
の

片
付

け
・

保
管

・
作

業
環

境
の

維
持

作
業

場
の

片
付

け
（

5
～

1
0
分

間
）

作
業

所
内

★
職

長
は

作
業

終
了

後
の

確
認

を
し

、
担

当
職

員
の

報
告

す
る

。
・

公
衆

災
害

防
止

★
作

業
場

内
・

外
の

安
全

確
認

終
業

時
の

確
認

作
業

終
了

時
作

業
所

内
と

　
各

担
当

職
員

１
．

火
元

・
施

錠
確

認

周
辺

　
全

作
業

員
２

．
建

設
機

械
の

位
置

３
．

残
業

報
告

（
人

数
・

時
間

等
）

４
．

材
料

等
の

手
配

・
段

取
り

打
合

せ

★
職

員
に

よ
る

確
認

１
．

出
面

確
認

、
工

事
日

報

２
．

安
全

日
誌

、
工

事
日

誌
記

録

３
．

残
業

確
認

４
．

電
源

等
の

確
認

現
場

で
の

安
全

施
工

サ
イ

ク
ル

(
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

事
業

部
・

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

事
業

部
）
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項
目

い
つ

ど
こ

で
誰

が
何

を
　

ど
の

よ
う

に
何

の
た

め
に

（
週

間
）

★
週

間
の

諸
計

画
と

諸
方

針
の

説
明

と
段

取
り

、
手

配
等

の
打

合
せ

と
調

整
★

統
括

管
理

の
役

割
と

責
務

を
果

た
す

た
め

週
間

工
程

安
全

打
合

せ
週

一
回

定
曜

日
事

務
所

元
　

各
代

理
人

、
作

業
長

、
職

長
１

．
前

日
ま

で
の

経
過

と
評

価
、

今
後

の
見

通
し

１
．

生
産

性
の

向
上

詰
所

２
．

進
捗

状
況

に
よ

る
各

職
種

間
の

作
業

調
整

２
．

混
在

作
業

に
よ

る
危

険
防

止
３

．
労

務
・

車
両

等
の

管
理

３
.
 
無

理
・

無
駄

の
排

除
４

．
作

業
に

伴
う

危
険

部
分

の
周

知
等

実
情

に
即

し
た

必
要

事
項

に
つ

い
て

　
　

指
示

・
説

明
・

作
業

能
力

の
向

上
と

災
害

防
止

に
つ

い
て

の
打

合
せ

★
不

要
材

・
発

生
材

の
搬

出
準

備
・

未
使

用
材

の
整

理
★

作
業

所
の

規
律

保
持

一
斉

清
掃

毎
週

日
時

を
決

め
て

作
業

所
内

外
元

　
全

員
１

．
全

員
参

加
★

環
境

確
保

・
資

材
管

理
状

態
の

向
上

実
施

す
る

全
般

協
　

全
員

２
．

担
当

区
域

・
や

り
方

を
決

定
３

．
道

具
の

用
意

４
．

安
全

当
番

等
（

月
間

）
１

．
作

業
環

境
★

作
業

環
境

・
設

備
・

機
械

工
具

等
の

点
検

を
月

例
点

検
毎

月
一

回
以

上
設

置
場

所
元

　
各

担
当

者
２

．
設

備
　

実
施

し
、

良
好

な
状

態
を

保
持

す
る

事
に

よ
り

３
．

建
設

機
械

・
車

両
（

グ
リ

ス
ア

ッ
プ

、
ア

ワ
ー

メ
ー

タ
ー

確
認

）
　

作
業

効
率

の
向

上
、

労
働

災
害

の
防

止
を

図
る

４
．

各
種

持
込

機
械

上
記

を
点

検
表

に
基

づ
き

点
検

す
る

１
．

現
場

巡
回

及
び

結
果

検
討

会
★

同
一

作
業

で
就

労
す

る
種

類
の

混
在

災
害

防
止

協
議

会
毎

月
一

回
以

上
事

務
所

元
　

全
員

２
．

月
間

安
全

管
理

目
標

の
設

定
　

作
業

か
ら

生
ず

る
諸

問
題

を
連

絡
調

整
し

３
．

安
全

衛
生

教
育

計
画

　
施

工
の

推
進

と
安

全
の

確
保

を
図

る
４

．
月

々
の

問
題

点
に

対
す

る
対

策
★

情
報

の
共

有
化

を
図

る
５

．
そ

の
他

（
事

故
報

告
等

）

（
随

時
）

１
．

場
内

状
況

に
つ

い
て

★
作

業
所

内
の

規
律

維
持

送
り

出
し

教
育

新
規

作
業

員
入

所
前

作
業

所
元

　
各

代
理

人
２

．
作

業
内

容
に

つ
い

て
★

労
働

災
害

防
止

と
生

産
性

の
向

上
事

務
所

３
．

当
該

作
業

の
危

険
性

と
対

策
★

安
全

意
識

の
向

上
４

．
高

齢
者

・
若

年
者

職
員

の
高

所
作

業
・

車
両

運
転

作
業

規
制

に
つ

い
て

５
．

提
出

書
類

の
確

認
６

.
 
労

災
に

つ
い

て
（

工
事

・
委

託
）

１
．

場
内

規
に

つ
い

て
★

作
業

所
内

の
規

律
維

持
入

所
時

教
育

新
規

作
業

員
入

所
時

事
務

所
元

　
各

代
理

人
２

．
施

工
体

制
に

つ
い

て
★

労
働

災
害

防
止

と
生

産
性

の
向

上
作

業
所

３
．

当
該

作
業

の
危

険
性

と
対

策
★

安
全

意
識

の
向

上
４

．
血

圧
測

定
・

健
康

診
断

の
有

無
５

．
提

出
書

類
の

確
認

（
社

会
・

労
働

保
険

等
）

６
．

環
境

・
衛

生
等

に
つ

い
て

７
.
 
労

災
に

つ
い

て
（

工
事

・
委

託
）

１
．

関
係

法
令

★
職

長
の

安
全

に
対

す
る

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

職
長

再
教

育
随

時
事

務
所

元
　

統
括

安
全

衛
生

責
任

者
ま

た
は

２
．

指
導

・
監

督
方

法
に

つ
い

て
詰

所
　

　
元

方
安

全
衛

生
管

理
者

３
．

作
業

標
準

の
作

成
に

つ
い

て
作

業
所

協
　

各
社

経
営

者
ま

た
は

安
全

衛
生

４
．

緊
急

時
の

処
置

方
法

に
つ

い
て

　
　

責
任

者
５

．
作

業
方

法
の

決
定

及
び

作
業

員
の

配
置

１
．

場
内

規
則

に
つ

い
て

★
作

業
所

内
の

規
律

維
持

高
齢

者
職

員
教

育
随

時
事

務
所

元
　

統
括

安
全

衛
生

責
任

者
ま

た
は

２
．

作
業

内
容

に
つ

い
て

★
安

全
意

識
の

向
上

詰
所

　
　

元
方

安
全

衛
生

管
理

者
３

．
高

所
作

業
（

足
元

高
2
ｍ

以
上

）
の

作
業

禁
止

に
つ

い
て

★
高

齢
者

職
員

に
よ

る
労

働
災

害
防

止
＊

別
紙

（
取

決
め

）
作

業
所

協
　

各
社

経
営

者
ま

た
は

安
全

衛
生

４
．

車
両

運
転

に
つ

い
て

　
　

責
任

者
５

．
継

続
的

な
重

労
働

の
禁

止
雇

入
れ

時
事

務
所

元
　

雇
用

管
理

責
任

者
お

よ
び

１
．

入
社

後
半

年
間

車
両

の
単

独
運

転
の

禁
止

★
作

業
所

内
の

規
律

維
持

若
年

者
職

員
教

育
　

　
元

方
安

全
衛

生
管

理
者

２
．

入
社

後
半

年
間

 
高

所
作

業
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株式会社昭立造園 安全マニュアル 

株式会社 昭立造園 

代表取締役 阿部晋也 

安全委員長 今井さくら 

  安 全 注 意 項 目 

1 あいさつは元気よくはっきりと（全員にする） 

2 車両を移動する際は、車両を一周し、安全確認をしてから発進する 

3 安全運転に心がけバックする時は必ず誘導する 

4 ヘルメットはアゴ紐をしめ、適切な服装・保護具で作業する 

5 安全指示事項を守り、より具体的な KY 活動を行う 

6 高所作業時は２丁掛けの墜落制止用器具を必ず使用する(無装着状態をなくす) 

7 機械類の始業点検を行い、未使用時はコンセントを抜く、エンジンを切る 

8 喫煙場所の徹底 (くわえタバコで作業しない) 

9 無資格、無免許で作業をしない 

10 報告・連絡・相談を厳守する 

11 不安全状態でないか常に確認して作業する 

12 第三者に迷惑を掛けないよう心掛ける 

13 毎日作業終了時には使用車両の片付け清掃を行う 

14 不安全行動をしないよう皆で注意し合い、安全マニュアルを守る 

15 整理・整頓・清掃・清潔・躾(５S）の徹底と、決めたことは必ず守ろう 

16 CS 活動の励行  

17 情報を共有し、同じ事故を繰り返さない 

18 （個人の尊厳を損なう）ハラスメント行為の撲滅 

安全マニュアルを守れない者は処罰に課せられます（解雇、発注停止もありえます） 

2020年 4月 1日 

 

 

 


